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退
職
﹇
3
月
31
日
付
﹈

▼
渡
部
英
樹
（
福
祉
介
護
課

長
）
▼
三
瓶
ひ
と
み
（
出
納
室
主

任
出
納
員
）
▼
寺
田
悟
（
町
民
税

務
課
税
務
係
長
）▼
上
野
美
子（
町

民
税
務
課
町
民
生
活
係
長
）
▼
伊

藤
孝
子
（
健
康
増
進
課
保
健
師

長
）
▼
山
口
千
代
志
（
生
涯
学
習

課
主
任
主
査
）
▼
高
久
孝
仁
（
生

涯
学
習
課
主
任
主
査
）
▼
石
本
明

美
（
国
保
西
会
津
診
療
所
主
任
専

門
准
看
護
師
）
▼
木
村
琴
美
（
国

保
西
会
津
診
療
所
主
事
）
▼
鈴
木

恵
子
（
訪
問
看
護
事
業
所
管
理

者
）

人
事
異
動
﹇
4
月
1
日
付
﹈

▼
町
民
税
務
課
長
渡
部
峰
明

（
議
会
事
務
局
長
）
▼
福
祉
介
護

課
長
渡
部
栄
二
（
福
祉
介
護
課
主

幹
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
長
）
▼
生
涯

学
習
課
長
兼
公
民
館
長
五
十
嵐
博

文
（
町
民
税
務
課
長
）
▼
会
計
管

理
者
兼
出
納
室
長
成
田
信
幸
（
生

涯
学
習
課
長
兼
公
民
館
長
）
▼
議

会
事
務
局
長
長
谷
川
浩
一
（
会

計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）
▼
福
祉

介
護
課
主
幹
兼
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
長

野
原
竹
夫
（
町
民
税
務
課
長
補
佐

兼
町
民
生
活
係
長
）
▼
福
祉
介
護

課
長
補
佐
鎌
倉
康
裕
（
福
祉
介
護

課
長
補
佐
兼
介
護
係
長
）
▼
総
務

課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
齋
藤
正

利
（
総
務
課
財
政
係
長
）
▼
町
民

税
務
課
長
補
佐
兼
町
民
生
活
係
長

﹇
防
災
担
当
﹈
外
島
拓
（
商
工
観

光
課
地
域
振
興
係
長
）
▼
健
康
増

進
課
長
補
佐
兼
国
保
係
長
兼
保
健

セ
ン
タ
ー
所
長
齋
藤
洋
子
（
健
康

増
進
課
国
保
係
長
）
▼
町
民
税
務

課
税
務
係
長
﹇
収
税
担
当
﹈
齋
藤

伸
也
（
健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
健

康
支
援
係
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所

長
）
▼
福
祉
介
護
課
子
育
て
支
援

係
長
増
子
恵
子
（
学
校
教
育
課
学

校
教
育
係
長
）
▼
商
工
観
光
課
地

域
振
興
係
長
齋
藤
淳
（
福
祉
介
護

課
子
育
て
支
援
係
長
）
▼
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
係
長
﹇
社
会
教
育

担
当
﹈
濱
田
千
俊
（
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
長
）
▼
町
民
税
務
課

町
民
生
活
係
長
﹇
戸
籍
担
当
﹈
上

野
静
江
（
町
民
税
務
課
主
任
主

査
）
▼
福
祉
介
護
課
介
護
係
長
物

永
毅
（
建
設
水
道
課
主
査
）
▼
健

康
増
進
課
健
康
支
援
係
長
江
川
恵

一
（
総
務
課
付
主
査
磐
梯
町
派

遣
）
▼
国
保
西
会
津
診
療
所
看
護

師
長
兼
訪
問
看
護
事
業
所
管
理
者

石
井
里
恵
子
（
福
祉
介
護
課
付
に

し
あ
い
づ
福
祉
会
派
遣
）
▼
学
校

教
育
課
学
校
教
育
係
長
小
林
和
洋

（
企
画
情
報
課
主
査
）
▼
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
係
長
﹇
社
会
体
育

担
当
﹈
塚
原
一
雄
（
生
涯
学
習
課

主
査
）
▼
出
納
室
出
納
員
青
津
直

子
（
出
納
室
主
任
主
査
）
▼
生
涯

学
習
課
主
任
主
査
小
柴
芳
成
（
町

民
税
務
課
主
任
主
査
）
▼
出
納
室

主
任
主
査
山
本
公
子
（
総
務
課
主

任
主
査
）
▼
町
民
税
務
課
主
査
伊

藤
雄
一
（
建
設
水
道
課
主
査
）
▼

福
祉
介
護
課
付
に
し
あ
い
づ
福
祉

会
派
遣
齋
藤
美
香
（
健
康
増
進
課

主
任
保
健
師
）
▼
健
康
増
進
課
主

任
保
健
師
倉
橋
直
美
（
福
祉
介
護

課
主
任
保
健
師
）
▼
健
康
増
進
課

主
任
保
健
師
二
木
美
津
子
（
福
祉

介
護
課
主
任
保
健
師
）
▼
建
設
水

道
課
主
査
本
田
誠
治
（
福
祉
介
護

課
主
査
）
▼
学
校
教
育
課
主
査
小

塚
美
由
紀
（
生
涯
学
習
課
主
査
）

▼
総
務
課
付
猪
苗
代
町
派
遣
佐
藤

聖
矢
（
農
林
振
興
課
副
主
査
）
▼

企
画
情
報
課
副
主
査
大
堀
貴
満

（
福
祉
介
護
課
副
主
査
）
▼
福
祉

介
護
課
副
主
任
保
健
師
佐
藤
実
菜

（
健
康
増
進
課
副
主
任
保
健
師
）

▼
健
康
増
進
課
副
主
査
田
崎
友

梨
（
総
務
課
付
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
派
遣
）
▼
農
林
振
興
課

副
主
査
品
川
貴
斗
（
総
務
課
副
主

査
）▼
総
務
課
主
事
古
川
千
秋（
健

康
増
進
課
主
事
）
▼
町
民
税
務
課

主
事
菅
野
莉
沙
（
健
康
増
進
課
主

事
）
▼
福
祉
介
護
課
主
事
五
十
嵐

本
年
度
の
町
役
場
の
体
制

町
職
員
の
人
事
異
動
お
よ
び
新
採
用
職
員
の
紹
介

美
優
（
健
康
増
進
課
主
事
）
▼
建

設
水
道
課
主
事
二
瓶
諒
太
（
農
林

振
興
課
主
事
）

▼
再
任
用
﹇
短
時
間
勤
務
﹈
町
民

税
務
課
寺
田
悟
▼
同　

生
涯
学
習

課
山
口
千
代
志
▼
同

国
保
西
会

津
診
療
所
看
護
師
兼
群
岡
診
療
所

看
護
師
石
本
明
美

※
（　

）
内
は
旧
任

　 総務課 主事

小
こばやし

林 卓
たかひろ

弘
農林振興課 主事

　 土
つち た

田 健
けん と

斗
農林振興課 主事

　   薄
うすき

信
のぶやす

康

福祉介護課 主事

　  大
おお ば

場 悠
ゆう

商工観光課 主事

　 遠
えんどう

藤 耀
よう た

太
健康増進課 主事

　 三
みとめ

留 里
り な

奈

健康増進課 主事

五
い が ら し

十嵐 格
いた る

琉
健康増進課 保健師

　  増
ますだ

田 仁
ひろ み

美
健康増進課 保健師

　  庄
しょうじ

司 奈
な な

南

西会津（群岡）診療所 

看護師 渡
わたなべ

部 麻
ま い

衣

企画情報課 副主査

　 大
おおつか

塚 翔
しょうたろう

太郎

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
楽

し
く
暮
ら
せ
る
町
に
な
る
よ
う
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。

新
採
用
職
員
紹
介

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
や
す

い
町
に
な
る
よ
う
全
力
で
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ

る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
職
務
に
取
り
組

み
、
町
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
と
同
じ
目
線

に
立
ち
、
少
し
で
も
町
の
発
展
、
活

性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
努
力

し
ま
す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
住

み
や
す
い
町
に
な
る
よ
う
に
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
暮

ら
せ
る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て

医
療
を
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

西会津（群岡）診療所

看護師 渡
わたなべ

部 忠
ただよし

義
西会津（群岡）診療所 

 看護師 佐
さと う

藤 恵
え み

美

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
場
所
で
、
健
康
に
、
安
心
し
て
生

活
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

磐
梯
町
よ
り
派
遣

抱
負
＝
西
会
津
町
で
2
年
間
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
町
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
、
少
し
で
も
お
力
に
な
れ
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
何

と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
事
交
流
職
員
紹
介

地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
隊
員
の
紹
介

ソーシャルビジネス構築担当

　  関
せき

佳
か よ こ

予子
会津張り子担当

中
なかはた

畑 和
わ か な

香奈
集落支援担当

渡
わたなべ

辺 貴
たかひろ

洋

抱
負
＝
町
の
強
み
を
ベ
ー
ス
に
新
た

な
魅
力
を
発
信
す
る
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
立
ち
上
げ
に
尽
力
し
ま
す
。

出
身
地
＝
東
京
都
北
区

抱
負
＝
民
芸
品
を
手
に
取
っ
て
く
れ

る
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
商

品
を
作
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

出
身
地
＝
泉
崎
村

抱
負
＝
地
域
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。

出
身
地
＝
二
本
松
市

抱
負
＝
活
気
あ
ふ
れ
る
町
を
目
指
し

町
民
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
生
活

で
き
る
よ
う
全
力
で
職
務
に
取
り
組

み
ま
す
。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

創業 50年・法人設立 40年の記念事業創業 50年・法人設立 40年の記念事業

株式会社飯豊建設が町にふるさと納税株式会社飯豊建設が町にふるさと納税
県立医科大学会津医療センターから新たに派遣

西会津診療所に根本医師が着任

富士ソフト企画株式会社が受賞報告に来庁富士ソフト企画株式会社が受賞報告に来庁

町内産菌床シイタケが金賞を受賞町内産菌床シイタケが金賞を受賞 ミネラル野菜の栽培指導に小林さん

栽培指導専門員が新体制に

この機会にご相談ください

春の行政相談・人権相談を実施します
西会津小・中のＩＣＴ教育を支援

ＩＣＴ教育支援員に五十嵐さん

　４月から西会津診療所に新たに根本鉄太郎医師が

着任しました。根本医師は県立医科大学会津医療セ

ンターより町診療所に派遣いただく非常勤医師で、

毎週火曜日の午前中に内視鏡検査などを行います。

なお、診療体制の詳細については、広報にしあいづ

４月号 19㌻をご覧ください。

 ＜問い合わせ先＞　西会津診療所　☎ 45―4228

　全国で 2,000人以上の生産者が加盟する「全国サンマッシュ生

産協議会」の品評会において、富士ソフト企画株式会社・西会津

しいたけファームの菌床シイタケが４年連続となる金賞を受賞し、

３月22日、富士ソフト企画株式会社の須藤勝代表取締役らが受賞

報告のため、町役場を訪れました。須藤代表取締役は「ＩＴを活

用した新しい農業を目指したい」と話し、薄町長は受賞を祝福し

ました。

↑受賞報告での記念撮影。写真左から
３番目が須藤代表取締役。

　このたび町では、株式会社飯豊建設から「ふるさと納税」とし

て４００万円の寄付をいただきました。本ふるさと納税は、株式

会社飯豊建設の創業50年・法人設立40年の記念事業として行わ

れたもので、３月29日に株式会社飯豊建設の井上敦副社長が町役

場を訪れ、薄友喜町長に目録を手渡しました。いただいた寄付は、

町の発展のために大切に使わせていただきます。

　４月からミネラル野菜担当の栽培指導専門員に小林正義さん（会

津若松市）が着任しました。今後は小林専門員がミネラル野菜の栽

培指導を、また小原専門員が水稲の栽培指導を行います。栽培指導

専門員の任期は平成 31 年４月１日から１年間です。

＜問い合わせ先＞　農林振興課　農政係　☎ 45―4531

　５月は「福島さわやか行政相談キャンペーン」

期間です。町では、次の日程で特設行政相談所

を開設し、役所や特殊法人などに関する苦情の

相談に応じます。また、さまざまな人権問題に

関する相談に応じる特設人権相談所も併せて開

設しますので、この機会にご相談ください。

◆開催日時・会場（６月３日は人権相談のみ）
５月 15 日（水）

　　午前９時 30 分～正午　新郷連絡所

　　午後１時～３時 30 分　奥川みらい交流館

５月 16 日（木）

　　午前９時 30 分～正午　保健センター

　　午後１時～３時 30 分　町公民館

６月３日（月）

　　午前 10 時～午後３時　町公民館

　４月からＩＣＴ教育支援員に五十嵐直子さん（喜多方市）が着任しました。

五十嵐さんは、西会津小・中で行われるパソコンやタブレットなどを使用し

た授業のサポートを行います。

 ＜問い合わせ先＞　学校教育課　学校教育係　☎ 45―2216

根
ね

本
もと

  鉄
てつ

太
た

郎
ろう

医師

町民の皆さんのお役

に立てるよう、頑張

りたいと思います。

小原  利道専門員
（水稲担当）

小林  正義専門員
（ミネラル野菜担当）

五十嵐  直子
ＩＣＴ教育支援員

◆行政相談委員

　田崎　宗作さん（小杉山）

◆人権擁護委員

　長谷川　孝志さん（森野）

嶋田　純子さん（下野尻）

長谷川　成博さん（梨平）

◆行政相談委員の委嘱（再任）について

　総務省では、西会津町を担

当する行政相談委員として田

崎宗作さん（小杉山）を委嘱

しました。委員の任期は平成

31年４月１日から２年間です。

＜問い合わせ先＞

　総務課　行政管理係（行政相談）　☎ 45―2211

　町民税務課　町民生活係（人権相談）　☎ 45―2215

屋敷地区の冬の暮らしに関する話し合い開催屋敷地区の冬の暮らしに関する話し合い開催

自治区で冬の暮らしを考える自治区で冬の暮らしを考える
　３月31日、屋敷自治区で「冬の暮らしに関する話し合い」が開か

れ、参加した住民が除雪作業の現状や冬期間の危険個所、これから

の冬の暮らしなどについて話し合い、今後地域でできることは何か

を考えました。この話し合いは冬期間の課題に対する意識を地域全

体で共有することを目的に開催されました。

＜問い合わせ先＞　企画情報課　情報政策係　☎ 45―4536

す
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町からのお知らせ ニュース＆

お知らせ
INFOMATION

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

　平成 30 年度教職員離任式が 3月 28 日に、また平

成 31 年度教職員対面式が 4月 2 日に行われました。

離任および新たに転入する教職員は次のとおりです。

◆離任教職員　※（　）内は転出先  （敬称略）
西会津小＝飯野淳（会津若松市立鶴城小）、鈴木寛

美（退職）、角田仁（喜多方市立姥堂小）、寺田隆一（会

津若松市立小金井小）、石川昇子（会津若松市立松長

小）、新井田美和（喜多方市立第三小）、石川直子（退職）

西会津中＝笹川光威（喜多方市教育委員会）、江川

新治（喜多方市立塩川中）、佐瀬裕子（会津若松市立

第二中）、長谷川徹（相馬市立中村第一中）、小堀昌英（会

津若松市立第二中）、髙木美葉子（大熊町立大熊中）、

高橋威人（退職）、滝沢陽（退職）

◆転入教職員　※（　）内は転入元
西会津小＝渡辺聡（県会津自然の家）、髙畑恵美（会

津若松市立河東学園小）、佐藤美智枝（会津坂下町立

坂下東小）、齋藤大希（新採用）、國分文子（喜多方市

平成 30年度教職員離任式、平成 31年度教職員対面式

教職員 15人が離任し、新たに 15人が着任

↑離任教職員を代表してあいさつした西会津小の
飯野淳教頭（平成 30 年度教職員離任式）

立熊倉小）、長谷川敏行（金山町立金山小）、飯塚真里（会

津美里町立高田小）、五十嵐和昭（猪苗代町立翁島小）

西会津中＝中野富全（塙町立塙中）、塩川健二（会

津若松市立第四中）、舟木浩仁（会津若松市立第一中）、

佐瀬大地（新採用［横浜市立奈良中］）、星睦夫（再任

用［檜枝岐村立檜枝岐中］）、小島修一郎（再任用［喜

多方市立山都中］）、新妻正子（新採用［いわき市立赤

井中］）

　

◆
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　

演
題

　
「
こ
の
先
ど
う
す
る
？
自
分
そ

し
て
、
わ
が
古
里
」

献
血
バ
ス
が

や
っ
て
き
ま
す

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

５
月
の
放
送
案
内

　

往
年
の
名
車
・
旧
車
が
２
０
０

台
以
上
集
ま
る
「
西
会
津
な
つ
か

し
c
ａ
ｒ
シ
ョ
ー
２
０
１
９
」
が

今
年
も
さ
ゆ
り
公
園
を
会
場
に
開

な
つ
か
し
c
ａ
ｒ

シ
ョ
ー
２
０
１
９

目
撃
情
報
多
数

ク
マ
に
注
意
！

有
毒
植
物
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

献
血
は
命
を
救
え
る
身
近
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
今
年
も
さ
ゆ

り
公
園
で
開
催
さ
れ
る
「
西
会
津

な
つ
か
し
c
ａ
ｒ
シ
ョ
ー
」
の
会

場
内
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
の

　

エ
サ
を
探
し
て
ク
マ
が
活
発
に

活
動
し
て
お
り
、
町
内
で
も
目
撃

情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
期
、
農
作
業
中
や
野

山
に
入
る
際
は
、
ク
マ
鈴
・
ラ
ジ

オ
な
ど
音
の
す
る
も
の
を
身
に
着

　

山
菜
狩
り
な
ど
で
誤
っ
て
有
毒

な
野
草
を
採
取
し
、
食
べ
た
こ
と

に
よ
っ
て
食
中
毒
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
食
用
の
野
草
と
確
実
に
判

断
で
き
な
い
植
物
は
、
絶
対
に
採

取
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
万
一
、
野
草
を
食
べ
て
体
調

が
悪
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
医
師

機
会
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
（
入
場
料
が

必
要
で
す
）。

◆
日
時
（
受
付
時
間
）

　

５
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
（
昼
中
断
あ
り
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２ 間

）

か
れ
ま
す
。
入
場
料
な
ど
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

５
月
26
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://nishiaizu-natsukasicarshow.

com
/

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

西
会
津
町
な
つ
か
し
c
ａ
ｒ

シ
ョ
ー
実
行
委
員
会

　

☎
０
８
０
―
１
８
３
３
―
４
９
１
５

「
会
津
か
ら
世
界
へ　

渡
部
鼎

と
野
口
英
世
の
想
い
」

◎
お
天
気
番
組
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
町
内
５
地
区
の
気
象

や
防
災
、
行
楽
情
報
な
ど
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）
西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

☎
45
―
４
４
６
１

け
て
行
動
す
る

な
ど
、
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

の
診
察
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

農作物の凍霜害に注意しましょう

防霜対策本部を設置

（公財）日本消防協会より

消防団活動車が交付されました

　４月８日、町では農作物の凍霜害を未然に防ぐために「町防霜対策本部」

を設置しました。設置期間は５月 31 日までです。この日、本部長の薄町長と

岩渕農林振興課長が役場正面玄関に対策本部の看板を掲げました。今後対策

本部より出される情報をもとに、農作物の管理には十分に注意してください。

 ＜問い合わせ先＞　農林振興課　農政係　☎ 45―4531

　町では、公益財団法人日本消防協会より、消防団活動車の交付を受けました。

消防団員等福祉増進事業の一環として交付された消防団活動車は、平時には

防災学習や防災指導用に活用し、災害時には緊急車両として消火や救助活動

などの現場で活用していきます。

 ＜問い合わせ先＞　町民税務課　町民生活係　☎ 45―2215
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お知らせ
INFOMATION

INFOMATION

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

イベント
スタンプラリー

全
13
イ
ベ
ン
ト

イベントに参加してプレゼントに応募しよう！
 ※詳細は各イベントで配布されるスタンプラリー台紙をご覧ください。

西会津（西会津国際芸術村）
国際芸術村企画展
廃校となった木造校舎を創作活動・
ギャラリー等として活用する文化交
流施設。期間中に開催されている企
画展を鑑賞すればスタンプ１つ。毎
週月・火曜日は休館（祝祭日除く）。

＜問い合わせ先＞

西会津国際芸術村

☎47－3200

大山まつり（大山祇神社）
「野沢の山の神様」大山祇神社の春
の例大祭。初日のオープニングセ
レモニーでは名物「大山まんじゅ
う」の振る舞い、御本社参拝トレッ
キングなども行う。例大祭は６月
末まで、スタンプ押印は初日のみ。

＜問い合わせ先＞

にしあいづ観光交流協会

☎48－1666

（奥川・弥生地区）

鏡山山開き
うつくしま百名山の
一つ。標高1,339㍍
で中級者向け。山頂
からは飯豊連峰が眼前に広がり、ま
さに「絶景」。参加料1,000円。

＜問い合わせ先＞

西会津山の会

☎090―2959―5657

心と身体の（大山祇神社）
健康ウォーク㏌大山
大山祇神社御本社までの約４㌔の
パワースポットコース。樹齢400年
以上の杉並木も見どころ。そば、も
ち、豚汁の振る舞いも。事前申し込
み1,000円、当日申し込み1,200円。

＜問い合わせ先＞

中野区むらおこし実行委員会

☎080―6042―5462

（新郷・戸中地区）

菜の花まつり
飯豊連峰を望む広大な農園に菜の
花が咲き誇る。にしあいづ観光ク
ルーの撮影会やおにぎり、なめこ汁
等の振る舞いも。

＜問い合わせ先＞

寺前自然塾

☎47―2497

４月17日（水）～５月31日（金）

５月19日（日） ６月1日（土）５月18日（土）

５月12日（日）

会

　ＪＡ会津よつば青年連盟北地
区西会津支部が特製ロゴ入りポ
ロシャツを作成し、３月 22日
に完成披露会が開かれました。
上野博章支部長は、「このロゴ
マークといえば西会津の青年部

西会津支部特製ロゴ入りポロシャツ完成
となるよう、さまざまな場面で
活用したい」と完成の喜びをか
み締めました。この特製ロゴに
は、青年部が関わるいろいろな
種が大きく育っていくよう願い
が込められています。

完成披露会での記念撮影↓ N E W S ＆ T O P I C S

日
本
の
未
来
の
た
め
に

経
済
セ
ン
サ
ス

―
基
礎
調
査

自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の

交
換
作
業
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
福
祉
の
増
進
、
教
育
等
に
使
わ

れ
て
い
る
大
切

な
税
金
で
す
。

納
期
限
ま
で
に

忘
れ
ず
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
内
に
設
置
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
器
の
一
部
が
検
定
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
５
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
町
の
委
託
業
者
が

メ
ー
タ
ー
器
の
交
換
作
業
を
行
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
お
宅
に
訪
問

し
、
敷
地
内
で
作
業
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

　

福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
公
式
戦

が
福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
西
会
津

球
場
（
さ
ゆ
り
公
園
野
球
場
）
で

　

総
務
省
統
計
局
・
西
会
津
町
で

は
、「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
全
て

の
産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
の

活
動
状
況
等
の
基
本
的
構
造
を
全

国
お
よ
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
事
業
所
・
企
業
を

対
象
と
す
る
各
種
統
計
調
査
の
母

集
団
情
報
を
整
備
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
６
月
か
ら
で
、
調
査
員

が
全
国
全
て
の
事
業
所
の
活
動
状

態
を
実
地
に
確
認
し
、
新
た
に
把

握
し
た
事
業
所
な
ど
一
部
事
業
所

に
は
調
査
票
を
配
布
す
る
こ
と
に

よ
り
行
い
ま
す
。

　

調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

企
画
情
報
課　

情
報
政
策
係

　

☎
45
―
４
５
３
６

さ
ゆ
り
公
園
で

福
島
レ
ッ
ド

ホ
ー
プ
ス
公
式
戦

開
催
さ
れ
ま

す
。
プ
ロ
野
球

の
試
合
を
間
近

で
観
戦
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

い
し
ま
す
。

◆
お
願
い

◎
交
換
作
業
中
は
５
〜
10
分
程
度

の
断
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
作
業
期
間
中
は
メ
ー
タ
ー
器
周

辺
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

※
メ
ー
タ
ー
交
換
作
業
を
行
う
業

者
は
、
腕
章
を
付
け
て
作
業
を

行
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

◆
日
時

５
月
３
日
（
金
・
祝
）

　

埼
玉
武
蔵
ヒ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ
戦

５
月
４
日
（
土
・
祝
）

　

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｃ
戦

※
両
日
と
も
午
後
１
時
30
分
プ
レ

イ
ボ
ー
ル

◆
チ
ケ
ッ
ト
料
金

◎
前
売
り
券

大
人
１
０
０
０
円

高
校
生
５
０
０
円

◎
当
日
券

大
人
１
５
０
０
円

高
校
生
７
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
入
場
無
料

◆
前
売
り
券
販
売
所

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

　

イ
ー
プ
ラ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

商
工
観
光
課　

地
域
振
興
係

　

☎
45
―
２
２
１
３

◆
納
期
限

　

５
月
31
日
（
金
）

◆
注
意
点

　

自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の

金
）

所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
領
収
書

に
継
続
検
査
（
車

検
）
用
の
納
税
証

明
書
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
場
所

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
支
払
い
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
納
付
し
た
場
合
、
領
収
書
お

よ
び
納
税
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
必
要
な
場
合
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

人
の
た
め
に
使
う
自
動
車
で
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
申

請
に
よ
り
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。

◆
自
動
車
税
の
減
免
申
請
期
限

　

５
月
31
日
（
金
）

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部

　

課
税
第
二
課

　

☎
０
２
４
２
―
29
―
５
２
６
１
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